
 

 

 

 

  

八王子・生活者ネットワークニュース 
 

202１年 11月 

 

 

毎月開催 

ウィークエンドチャンネル 
 

オンラインでゲストを囲んで、「ゆるく語る会」を

毎月開催しています。 （MC：鳴海有理） 

ゲストは、八王子を始め、地域でさまざまな活

動や事業を行っている方々です。 

高齢者福祉、障がい者福祉、不登校の子どもを

対象とした塾、子ども食堂、まちの縁がわ居場所

づくり、憲法のおはなし会主宰者など、さまざまな

ゲストをお呼びして、ゆるく語り合っています。 

ぜひ、ホームページからお申込みください！ 
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2022年度予算要望書を提出しました！ 

   皆さまから寄せられたひとこと提案をもとに、2022年度予算要望書を作成し、１１月 1日、八王子

市に提出しました。 （予算要望書の内容は、ホームページでご参照ください。） 

なお、来年２月～３月頃に市から回答が届く予定です。今後も、ご意見ご要望をお待ちしております。 

 

                    

 

 

 

隔月開催 

政治カフェ 

 

 毎回テーマ本を決めて、島袋善弘さん（山梨県

立大学名誉教授）から本の解説を受け、参加者

が感じたことを思い思いに語り合う会です。 

今年取り上げた本は、「コロナ後の世界を生き

る」（村上陽一郎編）、「ＳＤＧｓ―危機の時代の

羅針盤」 （南博・稲葉雅紀著）、「歴史認識とは

なにか」対立の構図を超えて（大沼保昭著・聞き

手 江川紹子）、「太平洋戦争への道 １９３１－

１９４１」 （半藤一利・加藤陽子・保坂正康）で

す。 ぜひ、ホームページからお申込みください！ 

【教えて、山田センセー！＠Zoom】を開催しました 
 

10/9（土）、小児科医の山田真先生（八王子中央診療所）に、新型コロナワクチンについて、感染症との

つきあい方など、参加者の疑問質問に回答していただきました。 （オンライン開催 参加者 24名） 

・コロナに感染しても抗体ができないことはあるのか？ 

・コロナワクチンの副作用（高熱発熱、頭痛、腕の痛み、倦怠感）の症状は、体内でどのような現象が起きて

いることなのか？ 

・コロナワクチンの 3回目の接種についてどう考えたらいいのか？ 

など、たくさんの質問が出されました。先生の回答を含めた報告レポートは、ホームページでご覧ください！ 

 

 

   

須山たかしさん（立憲民主党・都議会議員）と懇談会を開催しました 

9/23（木・祝）、７月都議選八王子選挙区から初当選した須山さんと八王子・生活者ネットワーク会員

が意見交換を行いました。SDGs で、学校教育～環境教育をどのようにおこなっていくのか、オリパラ

に関する収支の明確化や建物・衣類・備品等の再利用のこと、医療機関における都立病院の重要性な

ど、たくさんの質問や意見が交わされました。都政との架け橋になってくださるよう期待しています。 

 



 

 

 

お問い合わせ ＆ お申込み 

〒192－0066 八王子市本町 3－4ＴRYビル 3階 

TEL：042－623－8802 

FAX：042－627－4507   

メール： 

hachiouji-net@nifty.com 

！ 

 

都立病院や公社病院は、今回の新型コロナウイルス対策として感染した患者の受入れ対応で

も重要な役割を果たしており、その他の行政的医療や地域医療における役割も重要です。 

都立・公社病院の独立行政法人化※の計画策定時には新型コロナウイルス感染症は想定され

ていませんでした。こうした新たなパンデミックにおける医療現場の実態や役割をしっかりと検

証した上で検討すべきであるとし、東京・生活者ネットワークの都議会議員岩永やす代は、定款

に反対しました。 （都議会 2021年第 3回定例会にて） 

  

 

 

東京・生活者ネットワークの生活と政治をつなぐ情報紙

「生活者通信」の購読者になりませんか。（年１２回発行

1,000円） お申込みは、八王子・生活者ネットワークまで。 

←左記は、「八王子市の学校給食を有機無農薬食材にす

る会」（八王子・生活者ネットワーク）の活動記事が「生活

者通信１１月号」に掲載されています。 

都立・公社病院の地方独立行政法人化に向けた

定款が出されました 

きだ あや 

前田 よし子 

なかなか進まないジェンダー平等を実感しています。 

小中学校男女混合名簿使用について、「25 年前には当たり前のようになっていたのに」と驚

く、元教員からの声がありました。また、直接議会とは関係はありませんが、「公的機関の広報

のあり方」について、女性や女子をアイキャッチャーとして使う、性的な対象物として描くな

ど、公共機関による表現の濫用問題、関連してネット上の誹謗中傷の深刻さを思い知ることと

なった、９月１０月でした。 

9月議会はタブレットを導入して初めての議会でした。資料を全てタブレットで見られるの

で、分厚い報告書などを持ち歩かなくて済むのは助かりましたが、画面を見続けるのは疲れ

ます。通信環境や機器の不具合で、タブレットを使うことができなくなることもあるようです

し、ペーパーレスとは言っても「なんでもタブレット１つで」としていいのかなと、小・中学校の

GIGAスクール構想の端末の使い方も含めて考えてしまいました。 

 

第 4回市議会定例会（12月議会）の予定 

会期：11/30（火）～12/17（金） 

    ●一般質問 

    ●12月補正予算・議案審議 

     

 

 

※東京都は、高齢化の急速な進展など、医療を取り巻く環境が大きく変わる中でも、引き続き、行政的医

療の提供や地域医療の充実への貢献など、都立病院が担うべき役割を安定的に果たし続けていくため、

都立病院・公社病院を一体的に地方独立行政法人へ移行すると、説明している。 


